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日中対照研究方法論（１） 
―“给・N＋Ｖ”表現と「N・格助詞」を用いた日本語動詞表現(下)― 
A Methodology for a Contrastive Study in Japanese and Chinese(1) 
:“gei・Ｎ＋Ｖ”Forms in Chinese and Their Corresponding Expressions
in Japanese using an“N・Phrase Particle”（Part 2） 
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4. 待遇表現      hearer-oriented language use 
5. 連体修飾成分  adnominal constituent 
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(44)  石川∶能给按摩吗？ 





      呉：はい。理容室がありますので、そこで 


















































































































(49)  妈妈给孩子洗手。 









































































































































































































 (61) お母さんが子供ノご飯を作っテヤル。 
(楊凱栄 2009：3 を一部修正) 
(62） せっかくみんなノ写真を撮っテアゲヨウと













































は楊凱栄 2009：1-2、8 においても言及されており、 
 
(64) 男的跟女朋友一起出去时应该给她买车票。 







































































































また、木村 2000：32 には、 
 





















































































































10)この点については王軼群 2009：64 を参照。 
11)奥津 1984：74-75 には、「ぼくは花子カラ本をもらった。 
／??花子はぼくカラ本をモラッタ。」、“I received a 
package from Mary.(私はメアリーカラ小包をモラッタ。) 
／??Mary received a package from me.”のような一人称 
の起点格を用いた表現が不自然となる例が挙げられてい 
る。この点についてはさらに久野 1978：162-163 を参照。 


















































村 1991：238 を参照。 
20)この点については、「Ｎ(トコロ)・ノ」について考察を行 

















23)同様の例として楊凱栄 2009：8 は「今日は子供ノ弁当を作 
らないといけないから、早く帰る。」を挙げている。この 
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